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  Yonekawa Shinsuke, Tomoki Mizuno, Ryuichi Nakano, Akiyo Nakano, Yuki Suzuki, 

Tomoko Asada, Ayako Ishii, Naoki Kakuta, Tsubaki Kosuke, Sayaka Mizuno, Miho 

Ogawa, Hisakazu Yano, Kei Kasahara, Keiichi Mikasa. 

mSphere. 2020 Oct 21;5(5):e00490-20. 



論文審査の要旨 

 

カルバペネム系薬を分解するカルバペネマーゼ産生肺炎桿菌は、薬剤耐性のみなら

ず高病原性を示すことがあり、世界中で深刻な公衆衛生上の脅威となっている。本研究

では、本邦で分離されたカルバペネマーゼ産生肺炎桿菌の特性を明らかにすることを目

的に、全国医療機関 37 施設より分離されたカルバペネマーゼ産生肺炎桿菌 104 株を対

象とし分子遺伝学的解析を行った。今回解析したカルバペネマーゼ産生肺炎桿菌は全て

IMP 型を保有し、IMP-1 が 21 株、IMP-6 が 83 株であった。IMP-1 産生株はいずれも CTX-

M 型遺伝子を保有していなかったが、IMP-6 産生株はその多く(72/83 株)が CTX-M-2 も

保有していた。接合伝達では IMP-1 は 42.9%(9/21 株)が耐性遺伝子を伝達したのに対し、

IMP-6 は 91.6%(76/83)が伝達された。不和合性型別では、88.5%(92/104 株)が IncN を保有

していた。ST 型については 28 株が CG258, ST23, 65, 86 に型別され、血清型については

K1 が 4 株、K2 が 28 株であった。病原遺伝子は 41 株で検出された。IMP-6 は高頻度で

伝達可能であり多様なST型が検出されたことからプラスミドによる拡散が示唆された。

また、病原遺伝子を保有する株も検出され、本邦でのカルバペネム耐性高病原性肺炎桿

菌の出現が示唆された。 

公聴会においては、カルバペネマーゼ産生肺炎桿菌について世界・特にアジア地域と

の相違点、薬剤感受性評価における注意点、ゲノム型の詳細や特徴についてなどの質問

があり、適切かつ的確に回答した。以上より、本研究はカルバペネマーゼ産生肺炎桿菌

についての新しい知見を与えられると思われ、博士課程の学位論としてふさわしいもの

と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに感染病態制御医学 の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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